
令和８年度(2026)年間指導計画【総合・大雪研究】２学年 

【基本情報】 

教 科 総合 学 年 ２ 

科 目 大雪研究 単位数 ２ 

 

科目の目標 

 

・地域の教育資源を活用しながら、自己の在り方生き方を考え、よりよく課題を発見し解

決していくための資質・能力を育む。 

・課題の発見・解決とその発表を通して、地域や社会に貢献できる力を育む。 

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 学習の態度 

評価の規準 

・地域や自然との関わりにつ

いての理解を深め、科学的・

客観的に探究するために必要

な知識・技能が身に付いてい

る。 

・実地での調査・観察を通し、

自ら課題を発見・解決するこ

とができる。 

・課題を解決するために必要

な情報を選択・分析・判断で

きる。 

・探究活動全般に主体的

に関わり取り組むことが

できる。 

・様々な活動を通し、自

己を理解するとともに、

他者を尊重することがで

きる。 

 

【年間指導計画】 

 時数 単元 指導内容 備考 

前 

期 

３４ ①４月：『探究活動の基本』 

・探究とは ・１年間の進め方 

②５月：『上川町探索』 

・上川町を深く知る 

③６月～８月：『個人探究活動①』 

・上川町の課題や問題点を考える 

・課題解決に向けて調査を行う 

④９月『中間報告』 

 ・これまで活動を行ったものについ

て発表を行う 

 

・改めて探究活動とはどのような活動

か理解を深める。 

・課題発見に向けて、地域の状況につ

いて調べさせる。 

・上川町の課題等を模索させ、解決に

向けて何が必要かを考えさせる。 

・地域で調査等を行う。 

・地域の方との関りを通して、社会性

やコミュニケーション能力を育成す

る。 

・前期の活動の振り返りを行い、新た

な課題発見につなげる。 

 

後 

期 

３６ ⑤１０月～１２月：『個人探究活動②』 

 ・前期の活動を基に、新たな課題を

見つけ探究する 

⑥１２月：『活動報告会』 

・これまでの活動について、自分で

振り返るとともに、他者に伝える 

⑦１月～２月：『現地活動』 

・自ら考えて解決方法などを現地の

方と実際に取り組む 

⑧３月：『１年間の学習のまとめ』 

・個人探究活動①での指導に加え、違

った視点でのアプローチを考えさせ

る。 

 

・自らの学びを他者にわかりやすく伝

える表現方法を身に付けさせる。 

 

・課題解決に向けた方策を形にできる

ように活動を行う。 

 

 

計 ７０    

 


